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2017 年クラウドのトレンド Top 10 
2016 年、クラウドテクノロジーが主流になりました。しかし、クラウドテクノロ
ジーが成熟期を迎えたことで、クラウドへの移行は一夜にして終わるものでは
ないという認識が広まりました。CIO (最高情報責任者) たちは、ホスティング型
コンピューティングとクラウドデータストレージを優先事項と捉えていますが、
数年にわたる緩やかな移行というアプローチを取っています。そして IT 部門も
同じく、この移行に向けて準備を進めつつあります。トレーニングに新たな優先
度を設けて専門技術を身につけ、クラウドの経験を持つ人材を採用しています。 

2017 年を方向付ける 10 のトレンドをご紹介しましょう。

数多くの新興企業や小規模企業は、これ
からもクラウドを全面的に取り入れていく
でしょう。一方で大企業は、オンプレミスか
らのゆっくりとした着実な移行に勝機を見
出します。システムが確立されたほとんど
の組織では、データ、ソフトウェア、インフ
ラのハイブリッド型エコシステムが現実の
ものとなるでしょう。 



IT 部門がスキルセットを変化させる
クラウドの導入がますます拡大していることから、クラウドの専門知識の需要も高まりつつあります。それに応じて IT 部
門は、ハードスキルと新しいワークフローの両方で、クラウドを中心に据えたトレーニングを優先的に受けています。

組織のテクノロジーロードマップを遂行するために、IT 部門はスキルセットを変えつつあります。そのトレーニングプロ
グラムは、クラウドのセキュリティ、ホスティング型のデータベース、サービスとしてのインフラに重点を置いています。
また IT 管理者たちは、DevOps の実践のほか、AWS、Azure、Google Cloud Platform といったクラウドプラットフォーム
でも経験を持つ人材の発掘に、さらに力を入れています。 

IT 部門は、アプローチも改めようとしています。これまで長年にわたり、数年をかけてオンプレミスで導入を進める、トッ
プダウンのウォーターフォール型手法が標準になってきました。しかしクラウドを活用すると、スケーラビリティやメン
テナンスといった問題はほとんど解決します。それに代わって IT 部門は、プロジェクトの継続的な開発と提供を実現す
るアジャイルメソッドを導入しています。たとえば、概念実証 (PoC) を支えるホスティング型のサーバーは、今では使い
捨てのリソースだと見なされています。アジャイルメソッドはわずか数時間で起動およびシャットダウンできるので、IT 
部門には、より戦略的なプロジェクトを進めるための余裕が新たに生まれます。

関連資料: IT 部門の新たな役割 (BetterCloud Monitor) (英語)
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https://www.bettercloud.com/monitor/changing-role-of-it/


組織はハイブリッドの世界を受け入れる
多くの組織は、オンプレミスとクラウドの両環境を利用するハイブリッドの現状を受け入れています。  
クラウドはもはや、ローカルに保存されたデータやオンプレミスのインフラストラクチャから切り離されたものではな
くなっています。

CIO らは、クラウドへの移行を一度に進めることができず、あるいはそれを望まずに、ハイブリッド型のアプローチを
選択したのです。しかし、それによって大きな課題が生まれることも珍しくありません。たとえば、データはローカル
サーバーとクラウドサービスに分断されます。ソフトウェアアプリケーションの多くも、オンプレミスでの展開かクラウ
ドのみでの利用かのどちらか一方に限定されています。 

ハイブリッド環境で効率を保つために、企業にはオンプレミスとクラウドの両方で利用できるソリューションが必要で
す。そこで活躍するのが、ハイブリッド型ソフトウェアです。ハイブリッド型ソフトウェアによって、ユーザーはあらゆる
場所のデータに接続することができます。また、オンプレミスでの導入、パブリッククラウドへの導入、完全ホスティン
グ型サービスとしての運用という選択肢が得られます。CIO にとっても、全社をカバーする単一のソリューションにの
み投資することになります。そしてエンドユーザーに対しては、こうしたソリューションにより、複雑なハイブリッド環境
が 1 つのまとまったシステムとして動作します。さらに、IT 部門にとっては、組織が完全クラウドの将来に向けて運営
の舵を切っても、ハイブリッド型ソフトウェアへの投資は一切無駄にならないという、さらに深いメリットがあります。  

関連資料: ハイブリッドの現状を受け入れるベンダー各社 (CIO Dive) (英語)
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http://www.ciodive.com/news/slow-services-shift-generates-rise-of-hybrid-cloud/430950/


IT 部門がビジネスユーザーと 
積極的な協力関係を築く
サービスとしてのソフトウェア (SaaS) アプリケーションの早期採用は、IT 部門
に課題をもたらします。しかし、今では IT 部門が行動を開始し、率先してそう
したアプリケーションの吟味、確保、サポートを行っています。

クラウドソリューションは、ビジネス要件と密接に結びついていることが多
く、IT 知識のないまま導入されることも少なくありません。その場合、セキュ
リティ上の抜け穴、ライセンス発行の問題、サポートされていないアプリケー
ションの蔓延につながる可能性があります。ですが、数多くの企業でクラウド
が戦略上の優先事項になりつつあることから、今や IT 部門はビジネスユー
ザーと密接なパートナーシップを組んで、有名なアプリケーションを積極的
に吟味しています。 結果として、ビジネス部門に SaaS アプリケーションを完
全に統合させることができるようになります。IT 部門は、アプリケーションと必
要なデータストリームを結び付け、セキュリティ要件を満たし、企業全体にソ
リューションを拡大していくことができます。 

しかし、メリットを受けるのは IT 部門だけではありません。ビジネスユーザーに
とっても、ユーザーエクスペリエンスが大きく改善されます。また、OneLogin や 
Okta といった ID プロバイダーのポータルでアクセスが簡単になります。社内
の IT エキスパートからはテクニカルサポートも受けられます。そしてアプリケー
ションは社内システムと統合され、利便性が向上します。ビジネスユーザーは会
社のポリシーを破らずに、求めるアプリケーションを使えるようになるのです。  

関連資料: シャドウクラウドに対処する IT 部門 (ZDNet) (英語)
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http://www.zdnet.com/article/half-of-all-cloud-services-outside-of-it-departments-but-it-is-getting-wiser/


ソフトウェアガバナンスで IT 部門と 
ビジネス部門の仕事が効率化される
ソフトウェアがローカルにインストールされていると、IT 部門では、導入されたア
プリケーションの可視性とエンドユーザーに対する柔軟性を両立させることが
難しくなります。ただし、ホスティング型のサービスのおかげで、IT 部門はエンド
ユーザー個人が選べない状況を作らずに、アプリケーションのコントロールを維
持できるようになりました。

IT 部門では、会社のポリシーとセキュリティ標準を維持するために、デスクトップ
用ソフトウェアに対して、ダウンロードやアプリケーションのパーミッションを制限
しなければならないことも珍しくありません。しかし、IT 部門によって導入される
クラウドアプリケーションの採用が広まり、ソフトウェアの変更を制限する必要は
なくなりつつあります。ホスティング型アプリケーションの場合、管理者は利用状
況の監視や機能の管理をいつでも行うことが可能です。そのため IT 部門は、認
証、データセキュリティ、ユーザーパーミッションなどできめ細かなコントロール
を維持できます。また、エンドユーザーに適用される制限を減らすうえでも役立ち
ます。たとえば、ビジネスユーザーが自分で利用するアプリケーションを選んでカ
スタマイズできるようになります。 

現在、最先端のテクノロジーを利用できる環境は、総合的な従業員満足度を最も
満たす要因 (英語) だと見なされています。利用するソフトウェアを自由に選べる
新しい環境により、多くの従業員の生産性とワークフローへの満足度が向上して
います。ホスティング型アプリケーションへと移行を進めている組織は、優秀な人
材の獲得競争で大成功を収められる態勢も整えつつあると言えるでしょう。

関連資料: SaaS セキュリティ市場を読み解く (451 Research) (英語)
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http://www.adobe.com/content/dam/acom/en/aboutadobe/pdfs/Future-of-Work-2016.pdf
http://www.adobe.com/content/dam/acom/en/aboutadobe/pdfs/Future-of-Work-2016.pdf
https://451research.com/report-long?icid=3880


ホスティング型アプリケーションが 
社内のビジネス活動を合理化する

ビジネス活動には、ソフトウェア、ハードウェア、そのすべてを管理する人々へ
の大きな投資が不可欠です。しかし今や、コストの削減とアジャイル性 (俊敏
さ) の強化を求めるうえで、企業は SaaS に期待を寄せています。

オンプレミスの巨大なエンタープライズアプリケーションは、多額の運用コス
トを発生させます。そうしたアプリケーションは、CRM サービスから ERP、人
事管理まですべてを行います。しかし、導入コストが高く、計画に数か月、展開
には数年かかります。しかもソフトウェアのアップグレードなどの課題が加わ
れば、ビジネスアジリティの実現はもはや不可能になってきます。

ただし現在では、SaaS がそうした一枚岩的なオンプレミスアプリケーショ
ンに取って代わろうとしています。たとえば Concur、Zendesk、NetSuite、
Workday、そして Tableau などのホスティング型製品は、導入時の負担を軽
減しながら、手作業でソフトウェアを保守しアップグレードする必要をなくす
ことによって、企業が運用上の柔軟性を得られるようにしています。オンプレ
ミスでの導入に充てる時間と予算が低減し、IT 部門はビジネスインサイトと
イノベーションに集中できるようになります。

関連資料: 
エンタープライズ SaaS は軌道に乗るのか? (CIO Dive) (英語) | ビジネス @ ワーク 
(Okta) (英語)

長期的なカスタマーサクセスと採用
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http://www.ciodive.com/news/is-saas-ready-to-takeoff-yet/426788/
https://www.okta.com/Businesses-At-Work/2016-03/
https://www.okta.com/Businesses-At-Work/2016-03/


長期的なカスタマーサクセスと採用が
最優先事項になる
クラウドプラットフォームでは、オンプレミスでの導入前に発生していた、数多
くの大きな課題が克服されました。それに応じて、クラウドソフトウェアのベン
ダーは販売時点管理 (POS) をはるかに越えた範囲も視野に入れており、顧客と
協力して、製品導入とビジネス価値を確実なものにしようとしています。
クラウドの世界のソフトウェア導入では、時間と費用の初期投資を低く抑えられ
ます。また、顧客はソフトウェアの契約更新を評価する際に、多額の埋没費用を
心配する必要がなくなりました。こうした変化によって、満足度とビジネス価値
が重視されるようになりつつあります。 

セールスエンゲージメントはますます、購入者の一連のカスタマージャーニー
全体に広がっていっています。クラウドベンダー各社は、顧客の長期的な成功を
重視しながら、IT 部門とビジネス部門の両者と緊密な協力関係を築こうとして
います。そこで、より高いレベルのカスタマーサポート、さらにしっかりとしたト
レーニングリソース、そして製品導入に関するいっそう手厚いアドバイスを提供
し始めました。この新たなタイムフレームにより、互恵的なパートナーシップが
生み出されています。企業は投資からさらに価値を引き出し、ベンダーも 1 回限
りの購入ではなく長期的な顧客関係を築いているのです。

関連資料: ベンダーと顧客の距離を縮めるクラウド (ZDNet) (英語) 
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http://www.zdnet.com/article/with-all-this-cloud-stuff-its-tough-being-an-enterprise-vendor/


クラウドサービスプロバイダーが、
データに関する地域的な法規制の 
複雑さを排除する
各国がデータのプライバシーや主権に対して新しい方針を打ち出し、グローバ
ル企業に大きな課題を突きつけています。そこで各社は、大手クラウドサービス
プロバイダーを利用して遵守を図ろうとしています。

2015 年、欧州連合がセーフハーバー協定を無効とする判断を下し、国際企業
はコンプライアンスへの取り組みの大半を見直す必要に迫られました。そして 
2016 年 7 月には、プライバシーシールド (英語) 協定によって、大西洋をまたい
でデータを行き交わせる企業では新たな取り組みが再び必要になりました。こ
の法規制は常に課題となり、多くの企業が大手クラウドプロバイダーにサポート
を求めています。 

クラウドプロバイダーは世界的に事業を展開しており、データ主権に関する現
在の法規制に則って地域データセンターを維持しています。また、企業単独では
膨大なコストがかかることも多い、法規制の改正を監視し対応策を立てる専門
のチームを抱えています。クラウドサービスを利用することによって、組織はコス
トの高いローカルデータセンターを維持せずに、事業の成長に集中できるよう
になります。

関連資料: 
プライバシーシールド (Fortune) (英語) | 新たな法規制に対応するクラウドベンダー 
(CIO) (英語)

7

https://www.privacyshield.gov/welcome
http://fortune.com/2016/02/29/privacy-shield-details/
http://www.cio.com/article/3115756/cloud-computing/u-s-cloud-vendors-adjust-to-snowden-effect-privacy-shield.html
http://www.cio.com/article/3115756/cloud-computing/u-s-cloud-vendors-adjust-to-snowden-effect-privacy-shield.html


柔軟な分析環境が IoT のラストマイル問題を解決する

大量の IoT データをクラウドストレージに簡単に取り込めるようになった今、焦点はデータ取得から分析へと移りつつ
あります。そして組織では、クラウドでホスティングされている多様な形式のデータにシームレスに接続して統合する
分析ツールが求められています。

IoT データは不均質であることが多く、Hadoop クラスタや NoSQL データベースなど複数のシステムにわたって保存
される傾向があります。そのため、全データへのアクセスやその理解は至難の業です。結果として、幅広いデータソー
スにシームレスに接続して組み合わせられる分析ツールが求められています。そのようなツールにより、企業はどこに
あるどのような種類のデータでも探索して視覚化し、IoT への投資の価値を最大限に高めることができます。

それを裏付ける根拠は世界各地で見られます。ニュージーランドの公益事業会社 MainPower 社は、自社の IoT ネッ
トワークにある数多くの多種多様なデータソースからインサイトを引き出そうと、長年にわたって努力してきました。
しかし今、MainPower 社は複数ソースからのさまざまなフォーマットのデータを分析 (英語)できる、柔軟なビジネス
インテリジェンスソリューションを展開しています。多種多様な IoT データを単一のビューに統合することによって、同
社は問題のある地域や低迷しているサービスを迅速に見つけられるようになりました。IoT データの「ラストマイル」
に対するソリューションを導入した MainPower 社では、効率の向上と収益の改善を行えるようになっています。

関連資料: IoT のラストマイル問題を解決する (Tableau)

8

https://www.tableau.com/ja-jp/stories/customer/mainpower-spreadsheets-speed-and-agility-tableau
http://www.tableau.com/ja-jp/learn/whitepapers/solving-internet-things-last-mile-problem


サービスプロバイダーがソフトウェア
導入から変革管理へと移行する 

ホスティング型ソフトウェアの成長によって、サービスプロバイダーの世界では
変革が起こりつつあります。サービスプロバイダーはもはやただの導入コンサ
ルタントではなく、顧客がクラウドに移行する際の信頼できるアドバイザーにな
りつつあります。

サービスプロバイダーは従来、当然のことながら、複雑なソフトウェア導入時の
テクニカルサポートに重点を置いてきました。全社規模のロールアウトは IT 面
で問題を伴うことが多く、その場合はエキスパートのパートナーによる支援が欠
かせません。しかしクラウドの時代が到来し、オンプレミスでの導入で発生する
問題の大半がホスティング型ソフトウェアで解決されます。 

この変革は、サービスプロバイダーにとって新たな機会を生み出しています。分
野の専門家であるサービスプロバイダーは、変革管理から新技術の文化的な受
容におけるベストプラクティスまで、クラウド導入で広範なアドバイスを提供して
います。プロバイダーはこうした革新的な新サービスを使って、クラウド導入で付
加価値を高め、クラウド移行プロセス全体で顧客をサポートしているのです。 

関連資料: チャネルの進化 (Channelnomics) (英語)
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http://www.channelnomics.eu/channelnomics-eu/opinion/2473564/the-evolution-of-the-channel


コラボレーションがあらゆるアプリ
ケーションで標準的な機能になる
コラボレーションには、時間、それも長い時間がかかるものです。実際に、最近の
共同作業の量は 50% 以上 (英語) の急増を見せました。しかし、クラウドアプリケー
ションの持つ機能が、オフィスでのチームワークの合理化に一役買っています。 

有名な調査結果 (英語) と 思索家 (英語) は、現代の労働者がコラボレーションに
不満を抱いていると述べています。企業がコラボレーションを極めて重視した結
果、会議の予定がカレンダーを埋めつくし、メールの返信に次ぐ返信で収拾がつ
かなくなって、生産性の低下とストレスの増大を招きました。しかし、クラウドアプ
リケーションがこうした問題に対処し始めています。そして、クラウドアプリケー
ションは、アプリケーション内のチャット、メッセージ、コメントといった内蔵コラ
ボレーションツールで解決を図っているのです。そのため、サイロ化されたスタ
ンドアローンのコラボレーションツールの必要性は、急速に減りつつあります。 

データを使ったコラボレーションも行いやすくなってきています。最新の分析
ツールには、共有とコラボレーションの機能がシームレスに統合されています。
そうしたセルフサービス型の製品では、すべてブラウザ内からデータやダッシュ
ボードの共有を簡単に行えます。同様に、サブスクリプションやおすすめのよう
なインテリジェントな機能で、大きなグループ内のコラボレーションから面倒な
部分を取り除きます。このような新しいタイプのクラウドアプリケーションは、コ
ラボレーションを時間泥棒から付加価値へと効果的に進化させ、人々が集中し
て生産性を維持できるようにしています。 

関連資料: 
エンタープライズコラボレーション: 企業が知っておくべきこと (ITProPortal) (英語) 
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https://hbr.org/2016/01/collaborative-overload
http://www.gallup.com/poll/181289/majority-employees-not-engaged-despite-gains-2014.aspx
https://www.ted.com/watch/ted-institute/ted-state-street/patrice-thompson-closing-the-gap-a-millennial-proposal-for-a-happy-multigenerational-workplace
http://www.itproportal.com/2015/12/03/enterprise-collaboration-what-businesses-need-to-know-update/


Tableau について

Tableau は、次にとるべきアクションにつながるインサイトを、お客様がデータから引き出せるように支援しています。ビ
ジュアル分析によって、制限なくデータを探索できます。ダッシュボードを作成し、数回のクリックでアドホックな分析を
実行できるようになります。分析は誰とでも共有でき、大きなインパクトをビジネスにもたらすことができます。グローバ
ルな大企業から、中小企業やスタートアップまで、あらゆる場所で多くのお客様が Tableau を使いデータを見て理解し
ています。  

TABLEAU.COM/PRODUCTS

http://www.tableau.com/ja-jp/products

